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工業技術総合センターおよび東北部工業技術センターにおける
試験研究用開放設備機器の予約状況が
ホームページから確認出来るようになりました。
http://www.shiga-irc.go.jp/net/kiki-yoyaku.html

　滋賀県工業技術総合センターおよび滋賀県東北部工
業技術センターでは、三次元測定機や電子顕微鏡等、
自社で設置の難しい高価な試験分析機器を低料金で開
放し、企業から数多くの利用をいただいています。
　また、インターネットを利用した様々な情報やサー
ビスの提供にも積極的に取り組んでおり、設備機器や
技術図書の検索サービス、電子メールによる情報提供
サービスなどを行ってきております。
　今回、上記開放機器の予約状況をホームページから
確認出来るサービスを、7月14日より新たに開始いた
しました。（次ページに詳細記事）
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トピックス

　滋賀県工業技術総合センターおよび滋賀県東北部
工業技術センターでは、県内6か所に拠点を設置
し、製造業を対象に技術的側面から様々な支援活動
を行っています（図1）。
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 図 1　県内6ケ所の拠点

　そのなかで、新製品の開発や品質管理に必要な各
種試験データを、企業の方ご自身で取得できるよ
う、三次元測定機や電子顕微鏡等、自社で設置の難
しい高価な試験分析機器を低料金で開放し、企業か
ら数多くの利用をいただいています。
　また、インターネットを利用した様々な情報や
サービスの提供にも積極的に取り組んでおり、設備
機器や技術図書の検索サービス、電子メールによる
情報提供サービスなどを行ってきております。
　今回、上記開放機器の予約状況をホームページか
ら確認出来るサービスを、7月14日より新たに開始
いたしました。

■機器の予約状況

　これまで、機器の予約状況は電話で問合せいただ
くまでわかりませんでした。機器によっては1ヶ月
以上先まで予約が埋まっているものもあり、予約状
況の確認だけのために電話をいただく場合もありま

した。また、同じ用途に使用可能な機器が複数の拠
点にまたがって設置されている場合、それぞれの予
約状況はそれぞれの拠点に問い合わせていただく必
要がありました。
　６か所の拠点であわせて600種類以上ある開放機
器のなかから、利用頻度の高い75機器の予約状況
を、複数の拠点をまたいで確認出来るサービスを開
始することで、これらの問題点を解決し、機器利用
を計画的に行っていただけるようになりました。

工業技術総合センターおよび東北部工業技術センターにおける
試験研究用開放設備機器の予約状況が
ホームページから確認出来るようになりました。
http://www.shiga-irc.go.jp/net/kiki-yoyaku.html

 図2　設備機器予約状況のインデックス画面

 図3　予約状況画面
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トピックス

　予約状況は、機器グループごとにまとめて、1カ
月単位で表示されます。状況は○△×の三つの記号
で表示されますが、連続で3時間以上の空きがある
場合に△で表示されますので、短時間のご利用の場
合はお問い合わせください。
　また機器の利用には、従来どおり電話による予約
が必要ですので、ご了承ください。

■その他の情報

　また予約状況以外にも、機器の料金一覧・仕様一
覧から詳細情報など、他の設備機器情報の整備も進
めております。工業技術総合センターのホームペー
ジから「利用ガイド」「試験・分析機器の利用」の
ページへアクセスしてみてください。

機器の料金一覧

機器の詳細情報

機器の仕様一覧
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寄稿

■UDは万能ではない
　ユニバーサルデザイン（以下、UDと
表記）を前面に打ち出した新型「ラウ
ム」がトヨタから発売された。助手席側
のセンターピラーを取り払って乗降性
を格段に向上させたほか、ドア、ハンド
ル、シート、メーターなど、随所にUDの
考え方が取り入れられているという。
UDへの社会的な要請が高まる中、当
然予想されていた「UDカー」の登場で
あるが、もともと旧型のラウムもUDの方
向に沿う車だった。
　旧型ラウムが発売されたとき、あるデ
ザイナーの友人が話してくれた言葉が
気に掛かっている。彼は、当時から広告
コピーなどで乱用されていた「人にや
さしい○○」という言葉の薄っぺらさに
いらだっていたが、車の魅力というもの
はラウムのような「乗る人すべてに使い
やすい」こととは大きくかけはなれてい
るというのだ。たとえ使いやすくなくと
も、乗る人に負担をかけるようなもので
あっても、乗りたくなる。車というものの
魅力とはそういうものではないか、と彼
はいう。（ちなみに私も彼ほど伝統的な
自動車信者ではないが、次の自家用
車はラウムではなく、同じトヨタの「ウイッ
シュ」にしようと思っている。）確かに、
モノ（製品・商品）の魅力・価値というも
のは、使いやすさだけではとうてい決
まるものではない。UDの理想は全ての
人に使いやすいものを作ることだが、
全ての人に魅力的なものはつくれない
し、つくりようがない。UDの「ユニバー
サル」の語とはうらはらに、UDは決して
万能なデザインというわけではない。

■UDのわかりにくさ・むつかしさ
　このような限界はあるにもかかわら
ず、今後のものづくりに関してはUDを
抜きにして語ることはできないだろう。

それは社会の、あるいは時代の、要請
だからである。数年前から、UDに関す
る出版物や企業向けセミナー・展示会
などが急に目に付くようになった。UD
を取り入れたまちづくりの試みも全国
各地で増えている。滋賀県でもUDを
施策の大きな柱としてさまざまな取り組
みが始められている。これらの背景に
は、社会全体の人権意識の変化があ
る。社会のすべての構成員が、つまり老
人や子どもや障害者や在日外国人な
どの社会的弱者も含むすべての人が、
等しく社会の便益を受ける権利がある
とする人権意識の高まりによって、UD
への動きは今後もさまざまな領域で推
進されていくことだろう。その意味で
UDは一時の流行現象ではない。UD
の概念が米国でおこったのも、米国社
会での高い人権意識と無関係ではな
い。（類似の概念である「バリアフリー」
が福祉の分野で多く語られてきた。UD
をバリアフリーの延長・発展ととらえるこ
ともできるが、それとは別の発想による
新たなデザイン思考ととらえた方がか
えって理解しやすい。）米国由来の言
葉であるためか、ものつくりに携わるデ

ザイン関係者や製造業者の間でUDは
すでに半ば常識化してきているのに、
一般生活者のUDの認知度は未だに
高くない。「ユニバーサル」という外来
の語からは、今あるものよりも使いやす
いデザインにしていく、という方向性を
感じにくいのも一因だろう。もちろん重
要なのはUDの語を広めることではな
く、現実の生活環境の中でUDを実現
していくことであり、一般の生活者は
UDという言葉を知る必要はないのか
もしれない。UDという概念の「わかりに
くさ」を補うためか、こういうデザインこそ
がUDなのだ、とするUDの原則やガイ
ドラインがいくつか発表されている（表
１、表２）。
　「使いやすくて良いデザイン」を広め
ていこうとする思考は、モダンデザイ
ン、特にインダストリアルデザインの考え
方の中に昔からあった。いまUDへの流
れが取り組もうとしているのは、この「使
いやすさ」をもう一度新たな目で問い
直すこと、さらに「使いやすさ」の主体
（いったい誰にとっての使いやすさな
のか）を、社会の構成員のすべてに押
し広げていくことである。

滋賀県立大学人間文化学部
面矢慎介氏

原則①　誰にでも公平に利用できること
誰にでも利用できるようにつくられており、かつ容易に入手できること

原則②　使ううえで自由度が高いこと
使う人の様々な好みや能力に合うようにつくられていること

原則③　使い方が簡単ですぐ分かること
使う人の経験や知識、言語能力、集中力に関係なく、使い方が分かりや
すくつくられていること

原則④　必要な情報がすぐに理解できること
使用状況や、使う人の視覚、聴覚などの感覚能力に関係なく、必要な情
報が効果的に伝わるようにつくられていること

原則⑤　うっかりミスや危険につながらないデザインであること
ついうっかりしたり、意識しない行動が、危険や思わぬ結果につながら
ないようにつくられていること

原則⑥　無理な姿勢を取ることなく、少ない力でも楽に使用できること
効率よく、気持ちよく、疲れないで使えるようにすること

原則⑦　アクセスしやすいスペースと大きさを確保すること
どんな体格や姿勢、移動能力の人にも、アクセスしやすく、操作がしや
すいスペースや大きさにすること

（日経バリアフリーガイド2001年版）

表1　ユニバーサルデザイン 7つの原則（ロン・メイス）



－5－

■UDへの取り組み手法
　では、UDの主旨に沿った製品開発
に取り組むとしたら、具体的にどこから
手をつけたら良いのだろう。まずは国内
外の先行事例などから学ぶことになる
だろうが、以下に、UDに沿う開発のポイ
ントであろうと思われることを瞥見して
おこう。

・ユーザーとともにつくる
　「誰にとっても使いやすい」UDを実
現するためには、まず従来の開発手
順・手法の大幅な見直しが不可欠とな
る。これまで、開発がほとんど済んだ後
の最終チェックとして、メインターゲット
となるユーザーを想定したモニター評
価にかけることは、どこでもある程度は
行われていたことだろう。これに対し、
UDでは、開発の最初の段階からユー
ザーによる使いやすさの評価を取り込
みながら開発を進めることが求められ
る。しかも、そのときに想定される「ユー
ザー」には、これまで見逃されがちだっ
た老人や子ども、身障者や外国人など
の多様な人々を含む必要がある。製品
の「使いやすさ・使いにくさ」が、実は人
によってまったく多様であること、少数
者（と、これまで思われてきた人々）の
要望がこれまで軽視されてきたことへ
の根本的な対応が、UDに求められて
いる。

・評価法をつくる
　開発のさまざまな段階で、想定される
ユーザー（あるいはそのユーザーの反
応を熟知した専門家）による使いやす
さの評価を加えながら開発を進めてい
く。そのような仕事の手順に習熟してい
る開発現場はほとんどないのが実情だ
ろう。製品のどこをどのような指標で評
価し、その評価をどのように開発にフィ
ードバックしていったらよいのか、どこ
でも頭を悩ませている。この評価項目
や評価指標として、どのような製品にも
あてはまるようなものはまだない。開発
体制や開発対象に応じて、UDに取り
組む各社が、独自の評価システムを試
行錯誤しているところであろう。実はこ
の評価システムを独自に作りあげるこ
と自体が、その開発現場でのUDへの
有効な取り組みになるはずである。な
ぜならそこでは、製品そのものとユーザ

ーの多様さに関して、徹底した見直し
が必要になるからである。

・ユニバーサルリレーションをつくる
　昨秋、県のUDセミナーに招いた赤池
学氏（ユニバーサルデザイン総合研究
所所長）は、独特のUDを主張してい
る。これまで主流だった福祉からの視
点のUDを超えて、いま社会的に優遇さ
れてない生産者たち、職人や町工場の
技術者などと、ハイテクの研究者、芸術
家などとのこれまでなかった結びつき
（リレーション）をつくることでまったく新
しいものづくりが出来るとして、自らが
かかわったユニークな開発事例を多
数紹介してくれた（ユニバーサルデザ
インセミナー。昨年10月31日と１１月１
日、草津・彦根で開催）。赤池氏は「健
常者、高齢者、障害者、子どもたちがあ
まねく参加するモノつくりの活動」を「ユ
ニバーサルリレーション」と呼び、これが
UDに先立つという。UDを実現するに
は、特にそれを魅力ある新しい製品と
して世に出すためには、従来通りのも
のづくりの体制ではなく、それを打ち破
るような新しいリレーションをまずつくら
なければならない、というわけだ。確か
に従来通りの開発手順、従来通りの開
発メンバーで、ただ多様なユーザーに
配慮を加えたくらいでは、従来とそれほ
ど違うものができてくる可能性は低い。
新しいリレーションをつくれば、上に述
べたユーザー参画や評価システムづく
りなどの課題にもいっしょに取り組める
だろう。

■UDのもうひとつの意義

　「誰にとっても使いやすいデザイン」
の実現は、実はかなり手強い課題であ
る。設計手法をはじめ、開発プロセスや
組織体制までを見直さなければならな
いとすると、UDに関心があっても本格
的導入に足踏みする企業が多いのもう
なづける。開発の期間やコストの制約も
ある。しかし私は、UDに取り組むことに
はひとつの隠された意義があると思っ
ている。それはアンチ・デザイン（従来型
のデザインの改革）運動としての意義
である。
　デザインといえば、一般にはデザイナ
ーという専門職が確立しており、余人が
関与しにくい雰囲気があった。そこでは
デザイナーの経験とセンスが開発の成
功・失敗を左右する。デザインの素人が
口を出せるのは、開発の最終段階で、そ
れも色や形の個人的な好みを述べるこ
とくらいがせいぜいであった。しかし、
UDの考え方では、ユーザーとなる可能
性を持った誰もがデザインに参画できる
し、実際そうすべきだ、というのである。
なんという大きな違いだろう。思えば、従
来型のデザイン方法は、量産・量販のた
めの効率化を大前提にしたものだった。
だから市場を熟知した専門家（デザイナ
ーおよびマーケティング専門家）がデザ
イン開発を主導できた。ところがUDで
は、量産・量販の市場ではターゲットから
はずれてしまう社会的弱者までを含め
た「出来うる限り全ての人」にとって使
いやすいデザインをめざそうとしてい
る。UDは、これまでのデザインのあり方
への根本的なアンチ・テーゼであり、デ
ザインについて専門外の人々までを巻
き込んだ大きなチャレンジなのだ。

要件①　セーフティ　（安全性）

要件②　アクセシビリティ　（接しやすさ）

要件③　ユーザビリティ　（使い勝手）

要件④　ホスピタリティ　（慰安性）

要件⑤　アフォーダビリティ　（価格妥当性）

要件⑥　サステイナビリティ　（持続可能性）

要件⑦　エキスパンダビリティ　（拡張性）

要件⑧　パーティシペーション　（参画性）

要件⑨　エステティック　（審美性）

要件⑩　ジャパンバリュー　（日本的価値）

表1　ユニバーサルデザイン 10つの要件（赤池学氏）
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おしらせ ①

「電子・情報技術交流フォーラム」会員募集
　工業技術総合センターでは、平成15年6月13日より「電子・情報技術交流フォーラム（SELF: Shiga

ELectronics and information sci. Forum）」を設立いたしました。

　同フォーラムでは、「組み込みシステム技術」、「画像・信号処理技術」、「高周波・無線技術」など、会員の方々

の関心の高いテーマを柔軟かつタイムリーに取り上げ、講習会の開催や研究グループの活動支援など、多彩

な活動を行っていく予定です。

　自社製品の高付加価値化や製造工程の高度化のために必要な電子・情報技術の習得に興味をお持ちの方

で、フォーラム事業に積極的にご参加・ご協力いただける技術者の方々の入会をお待ちいたしています。

事業内容
●情報交流事業 -------------------- インターネット上への電子・情報技術に関する情報交流の場の提供
●講習会事業 -----------------------フォーラム会員のニーズに基づく電子・情報技術に関する講習会の開催
●研究グループ支援事業 --------フォーラム会員が自主的に運営する勉強会・研究会の活動支援

会　　費
●入会金・年会費 ------------------ 無料
●講習会受講料 -------------------- 2,000円（年度初回の受講時のみ。2回目からは無料となります。）

問合せ先
工業技術総合センター　「電子・情報技術交流フォーラム」事務局（機械電子担当　小川、山本、平野）
TEL: 077-558-1500　　FAX: 077-558-1373　　E-mail: self-jim@shiga-irc.go.jp
「電子・情報技術交流フォーラム」の詳細およびお申し込みは、以下のホームページをご覧下さい。
http://www.shiga-irc.go.jp/self/

電子・情報技術交流フォーラム

フォーラム会員

共同研究

技術講習会

県内企業

県内企業

登録・入会申込み

メーリングリスト

電子メール
（交流・提案・要望・
入会・受講申込み）

電子メール
（交流・提案・要
望・受講申込み）

電子メール
（交流・提案・要望・
入会・受講申込み）

勉強会・研究会

サポート

講習会（step2）

受講（初回のみ有料）

技術交流（step1）

研究グループ
（step3）

入会（無料）

事業化

自主運営

県内企業

交流

開催
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おしらせ ②

技術普及講習会のご案内
最新の機器による測定・分析技術の普及と工業技術総合センターの試験研究用設備機器の利用促進を図る
ため、技術普及講習会を下記のとおり開催します。この講習会では、個々の技術についての解説と機器を用い
ての測定・分析の実演・実習を行います。大いにご利用下さい。

開催日：上記のとおり。現在未決定の日程につきましては、決まり次第受講申込者へ連絡いたします。（日程は、都合により変更とな
る場合があります。変更のある場合には、受講申込者に連絡いたします。）

時　間：（A） 9:45～16:30 または （B） 13:00～17:00
場　所：滋賀県工業技術総合センター　研修室
受講料：無料
申込み：下欄の申込書にご記入の上、下記の宛先までFAXまたは郵便でお申込み下さい（講習会ごとに別葉でお申し込み下さい）。

受講申込書の受付順に受講者を決定します。ただし、受講希望者が多数のときは、一企業一名とさせていただく場合があ
りますので、予めご了承下さい。受講決定者には受講票をFAXにて送付いたします。

問合せ・申込み先 滋賀県工業技術総合センター　坂山
〒520-3004　滋賀県栗東市上砥山232　TEL: 077-558-1500  FAX:077-558-1373
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この冊子は古紙配合率４０％の再生紙を使用しています

滋賀県工業技術総合センター
520-3004 栗東市上砥山232
TEL 077-558-1500　FAX 077-558-1373　http：//www.shiga-irc.go.jp/

Vol.75
平成15年8月8日発行 ご意見・ご要望などございましたら、工業技術総合センター嶋まで、お気軽にお寄せ下さい。

信楽窯業技術試験場
529-1804 甲賀郡信楽町長野498
TEL 0748-82-1155　FAX 0748-82-1156

お知らせ ③

レンタル・ラボ

技術開発室 入居者の募集のご案内
　滋賀県では、独創的な研究開発によって新分野開拓を目

指す企業、また、技術開発力を高めこれから創業を考えてい

る個人に対して、様々の方向から技術支援を行う目的で、工

業技術総合センター内に企業化支援棟を設置しています。

　この企業化支援棟は、それぞれ独立した７つの技術開発

室を有しており、入居企業等は自由に研究開発を進めること

ができます。

　原則として、空室が生じた時点で、応募のあった企業等

の審査をおこない入居者を決定しますので早めにお申込み

ください（申込みから入居まで２ヶ月程度かかります）。詳しく

は工業技術総合センターのホームページをご覧ください。

http://www.shiga-irc.go.jp/info/labo/2002/index.html

技術開発室（6号室）入居者の紹介

株式会社アヤハエンジニアリング
本社 〒527－0125 滋賀県愛知郡湖東町小田苅2003

会社概要
　シート状製品の表面欠陥検査システムを開発、製造、販売

研究開発の内容
　ＣＣＤイメージセンサを使用した検査装置において、ユーザー
サイドからみた問題点として、専門知識が必要で、操作性にお
いて、まだまだ一般的でないところがあります。検出された欠陥
は、暗欠陥（異物、虫、汚れ等）もしくは明欠陥（穴、破れ等）の明
暗分類と、認識された大きさでの大小分類にとどまっていまし
た。ユーザーの要望は最終判断の部分でオペレータが確認しな
ければいけないのではなく、どの種類の欠陥が発生したのか自
動で弁別できる検査装置の要望が高まってきています。
　弊社は、２００２年度に滋賀県工業技術総合センターと共同開
発に取り組み、ニューラルネットワークによる形状弁別機能を搭
載した表面欠陥検出装置（ＦＩＴＳ）の開発を行い、２００３年７月よ
り販売を開始しました。
　本製品は上述した欠陥弁別機能のみならず、ソフトウェアに
おいて操作性の追求、ハードウェアにおいてＰＣＩバス採用によ

る省スペース化とコストダウンを実現しています。
　今後の研究テーマとしては、現状２値画像での形状弁別機能
が実用化されたので、より弁別性能を向上させるために、濃淡
画像での弁別や、処理速度アップのためにソフトウェアからハー
ドウェアへの移行をテーマとして研究に取り組んでいます。
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